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自 立 行 動 の 形 成 に 関 す る 考 察

英 子 ，鹿 児 島 女 短 大　鈴 木 慶 子

第 ４ 報

熊 本 市立 商 高　米 村 友 子

目 的　 第1 ～3 報 で 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 段 階 に お け る 「家 庭 科 教 育 に 関 す る 自 立 行 動 の 形 成

に 関 す る 考 察」 をし た． 本 報 にお い て は 小 学 校パ 中 学 校・ 高 等 学 校・ 大 学 を 対 象 に 前 報と

同 じ 手 法 を 用 い て 日 常 の 家 庭 生 活 に 必 要 な 自 立 心 が ど の よ う に 学 校 教 育 の 段 階 で 育 成 さ れ

て い る か を 考 察し， そ の 実 態 を明 ら か に す る こ と を 目的 と し た．

方 法　 質 問 紙 調 査 法 で 対 象 者 は熊 本 市 ，鹿 児* 市 の 公 立 小 学 校 ６ 年 （ 男 子106, 女 子108 ） 計

214 名 ，中 学 校２ 年（ 男 子134, 女 子147 ）281 名 ，高 等 学 校 ２ 年（ 男 子140, 女 子132 ） 計272 名 ，

国 立 大 学 ３ 年(  男 子91, 女 子94 ） 計185 名 の 合 計952 名 で あ る．　 調 査 内 容 は 家 庭 生 活 行 動 に

関 す る6o 項 目 に つ い て　A  自 分 が で き る 行 動B  必 要 感,    c 行 動 意 欲 の そ れ ぞ れ の 程 度 で

調 査 期 日 は小 学・ 中 学 を1989 年6 ～7 月， 高 校・ 大 学 を1990 年 ７月 に 行っ た．

結 果　 Ａ でき る 行 動 の 程 度 は 各学 校 段 階 と も 同 じ 傾 向を 示し バラ ン ス のよ い 食 事 は35    ％以

下 と 低 く， 高 校 は 添 加 物 の表 示 を み る， こ づ か い の 記 録， 計 画 を 立 て 勉 強 す る， 地 域 社 会

の 行 事 に 参 加 は20 Ｚ台 と 低 い． で き る 程 度 は 高 校・ 中 学・ 小 学 ・ 大学 の 順 に 高 く な り， 小

学 校 よ り 高 校 に 低 い 項 目 が 多 い.      B 必 要 感 は2  項 目 を 除 い て す べ て50%  以 上 あ る が 高 校は

半 数 の 項 目 が 小 学・ 中 学・ 大 学 よ り 低い.    c 行 動 意 欲は 高 校・ 中 学 ・ 小 学・ 大 学 の 順 に 高

く な り， 高 校は50    %以 下 が20 項 目 も あ り 意 欲 が 低 い．ABC の 三 要素 の 関 連 を 各 学 校 段階

で み る と 「 生 活 の 基 本 に 関 す る 行 動 」 のlo 項 目 は 自 立し て い る が， そ の 他 は 高 校 が 低 く，

中 学 校 は 小 学 校よ り 低 い． 今 後， 家 庭 科 の 男 女 共 修 の 履 修 に よ り 中 学 校・ 高 校 段 階 の 自 立

心 の 向 上 を 図 る よ う に 指 導 を 工 夫 し なく て は な ら な い．

F  2
女 子 学 生 の 調 理 学 習 の 実 生 活 に 及a す 影 響

日 本 女 子 大 学 家 政 学 部　 長 田 真 澄　 ○ 高増 雅 子

目 的　 最 近 の 食 生 活 調 査で は、 女 子 学 生 の 食生 活 か ら 個 性 的 な 味 が 失 わ れ、 画 一 化し、

年 々 単 純 化し て い る。 か つて 家 庭 生 活 の 中 で 自 然a. 身 に つ け た 食 生 活 の 習 慣 が、 偏 っ た グ

ル メヽ 及 び 痩身 志 向 な ど で 失 わ れ つ つ あ る。 こ れら の 学 生 が、 今 後 健 康 的 な 食 生 活 者 と な

る た め に は、 何 が 必 要 か。 教 育 と の 関 連 を み る ため に、 学 生 の 食 生 活 に 関 す る 知 識、 調 理

技 術、 及 び 実 生 活 と そ れ に 関 す る 調 査 を 行 っ た。

方 法　1. 対 象　 本 学 女 子 学生3.　 ４ 年 次 生　1    6  4 名
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調 査 及び テ スト 期 間　19   9  0 年 ８ 月　　19   9   1 年 １ 月

調 査及 び テ スト 方 法　 質 問 紙 調 査 法、 及 び 調 理 技 術、 献 立 作 成 能力 な ど の テ

スト

立 作 成 能 力 と 調 理 技 術 能 力 を テ スト し、 実 際 の 食 生 活（ 栄 養 摂 取 量、 栄 養 比 率

）、 健康 状 態、 及 び 健 康 に 関 する 知 識 と の 関 連 を 調 べ た とこ ろ、 献立 作 成 能 力

能力、 及 び 栄 養摂 取 量 の 充 足 度、 食品 数 に は、 相 関 が 見 ら れ た。　 調 理 技 術 の

果 に より、 食 生 活 の上 昇 が 期 待 さ れ る。


